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P-2-11　 J-PARCハドロン実験施設における回転円盤
型標的の開発
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J-PARCハドロン実験施設では、２次粒子生成標的として１次陽子ビーム強度 100kW以上の大強度
ビームに対応した回転円盤型標的の開発を進めている。円盤形状の標的を回転させることにより熱
負荷を円周方向に分散させることで、より大強度のビームを受けられるようにするものである。よ
り冷却能力を高めるために円盤の形状をフィン型にしている。回転円盤型標的の開発を進めるにあ
たって冷却方法が問題となる。ヘリウムガスを吹き付けることによる直接冷却式を検討しているが、
直接水冷式と比べると冷却能力（熱伝達率）は落ちてしまう。熱伝達率は理論的な算出が困難であ
るため実験による計測が必要となる。そこで、冷却能力を評価するための実機形状を模擬した装置
を構築し、データの測定を進めている。本発表では、回転円盤における熱伝達率の測定結果につい
て報告する。
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